


介護情報・研修センター事業に係る
大阪府公募型プロポーザル方式等事業者選定委員会
　第２回会議議事要旨

1. 日時及び場所
日時：令和４年３月29日（火曜日）　午後１時30分～午後３時30分
場所：大阪赤十字会館　４０１会議室 

2. 審査方法
書類審査及びプレゼンテーション審査を含む総合的審査により実施。

３．審査について
[bookmark: _GoBack]審査は、あらかじめ定められた審査基準（公募要領に記載）に基づき、３名の選定委員が各提案事業者のプレゼンテーションを踏まえた総合的審査を行った上で、合議により評価を行い、評価点数の合計が基準点を上回る提案者のうち最高得点の者を最優秀提案事業者として選定。

4．審査の結果
○最優秀提案事業者の評価点　
	総合評価点
（100点満点）
	うち価格点
（１0点満点）
	提案価格

	81点
	10点
	12,088,000円


【最優秀提案事業者の選定理由】
　　　・事業の趣旨・目的について、よく理解していた。
　　　・特に研修業務について、研修体系、研修テーマ、担当講師などが具体的に提案されている点が評価できる。
　　　・事業スケジュールが具体的に提案されていなかったため、明確にした上で円滑に事業を進めていただきたい。

5．選定委員会委員
	所属・職名等
	氏　名
	選定理由

	桃山学院大学社会学部
社会福祉学科　教授
	川井　太加子
	社会福祉学科の教授として、高齢者福祉施策に精通しており、府の高齢者福祉施策に係る審議会の委員長を務められた経験から、事業の実施手法・体制について審査いただくため。

	公益社団法人
大阪介護福祉士会　会長
	淺野　幸子
	職能団体の会長としての経験から介護職・介護業務に精通しており、介護職の業務内容について審査いただくため。

	大阪弁護士会　弁護士
	山本　婦紗子
	法律の専門家として、表現上の倫理違反を含むコンプライアンスの観点から審査していただくため。






